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増田裕次 (大阪大 ･歯 ･高次脳口腔機能)
ウサギを用いた実験から､一連の岨噂は3つのstageに分類され､岨噂の進行に伴って､食
物を臼歯部に移行するstageI､食物を臼歯部で粉砕･白鷹するstageIIa､岨咽終了前の･stageIIb
へと移行することが知られている.しかし､摂食から喋下までの迎動ql､食品の特性を判断して､
上記の-stageの変換をスムーズに行わせるための中枢神経根楢は明らかにされていない｡そこで
本研究では､サルを用いて岨咽のスムーズな進行を耶析し､その中枢神経機構を明らかにするこ
とを目的としている.本年度は､慢性的に岨咽筋 (岐筋 ･顎二腹筋)筋花図および下;ITtの迎動を
記録できるシステムを構築し､サルの口腔前方のトレイに提示した食物を､手を使わずに舌ある
いは口唇で抑托し､岨鴫･喋下を行わせた0本実験の結果､サルにおいても筋活動や顎運動から､
一連の岨鴨はstagela､stageIb､stageIIに分籾できた｡stagelaでは舌の突出がみられ､食
物を口腔に近づけていた｡stagelbでは開口とともに食物を口腔内に入れ､臼歯部へと移送して
いた｡stageIIでは岐筋活動が大きく､食物を臼歯部で粉砕 ･臼磨していた｡このような岨境の
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